
ネオマフォーム基本データ

種類 構成
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　の規格は常備在庫品です。それ以外は受注生産品のため納期がかかる場合がありますので、事前にご相談ください。
ネオマフォームのフリーカット品・フルプレカット品・フリープレカット品の規格および品番については「neoma 規格表」をご参照ください。
床用カット品に関しては、別途「ネオマ床用カット品チラシ」またはWEBをご参照ください。
※2 20-R6、95-R6、20-R0、95-CR、95-CAは2024年9月30日受注分をもって廃番となりますのでご留意ください。
■優良断熱材（EI）認証制度について
「優良断熱材認証制度」は一般社団法人 日本建材・住宅設備産業協会が優れた品質管理のもとに安定した断熱性能を有する優良断熱材（EI）を認証する制度です。
省エネ基準適合義務化の断熱性能の確認において、JISと並ぶ第三者認証制度として利用できます。（製品規格の「EI認証対象」欄の●の規格が対象規格となります。）

熱抵抗［R値］
（㎡・K/W）品番 品番 品番厚さ（mm） 枚/ケース
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1,000×2,000（mm） 910×3,030（mm）910×1,820（mm）幅×長さ（mm）

構造 たる木ピッチ（mm） 熱抵抗（㎡・K/W）枚/ケース EI認証対象厚さ × 幅 × 長さ（mm）品　番

ネオマフォーム製品規格

45 × 409 × 1820
50 × 409 × 1820
60 × 409 × 1820
80 × 409 × 1820
95 × 409 × 1820
100 × 409 × 1820
45 × 415 × 1820
50 × 415 × 1820
60 × 415 × 1820
80 × 415 × 1820
95 × 415 × 1820
100 × 415 × 1820

フォーム：フェノールフォーム

面材：ポリエステル不織布

JIS A 9521建築用断熱材
フェノールフォーム断熱材1種2号CII F☆☆☆☆

JIS A 9511 発泡プラスチック保温材
フェノールフォーム保温板1種2号C F☆☆☆☆
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製品名及び断熱材の種類 ネオマフォーム
JIS A 9521

フェノールフォーム
断熱材

1種2号CⅡ

JIS A 9521
押出法

ポリスチレンフォーム
断熱材3種 bA

JIS A 9521
ビーズ法

ポリスチレンフォーム
断熱材3号

JIS A 9521
硬質

ウレタンフォーム
断熱材2種2号A

基本物性比較

密度（kg/㎥） 
熱伝導率（Ｗ/（ｍ・Ｋ）） 
曲げ強さ（Ｎ/c㎡） 
圧縮強さ（Ｎ/c㎡） 
吸水量（g/100c㎡） 
透湿係数 25mm厚 （ng/（㎡・s・Ｐa）） 

3×6板、 メーター板、 3×10板
[ JIS A 9521フェノールフォーム断熱材1種2号C II、JIS A 9511フェノールフォーム保温板1種2号C]　

1

ネオマフォーム屋根用カット品
[ JIS A 9521フェノールフォーム断熱材1種2号CII、JIS A 9511フェノールフォーム保温板1種2号C]の幅/長さを切断加工した製品

2

※1 結露計算において、透湿係数（25mm厚）は一般的な物性値の 35（ng/（㎡・s・Pa））を使用してください。（透湿比抵抗は1.15（（m・s・Pa）/ng））
（一般社団法人 20年先を見据えた日本の高断熱住宅研究会：HEAT 20 設計ガイドブック｜ 2021 正しい住宅断熱化の作法 の計算手法に準じる）
上表における主な物性値は、測定データを基にした一般的な値です。ただし熱伝導率は製品規格値です。
＜試験方法＞ ●密度、曲げ強さ、圧縮強さ、吸水量、透湿係数：JIS A 9521、JIS A 9511　●熱伝導率：JIS A 1412
ネオマフォーム以外の物性値は、「JIS A 9521:2022 建築用断熱材」によります。

「JIS A 9521:2022  建築用断熱材」 による厚さ、幅及び長さの寸法許容差 （単位:mm） ［5.2 寸法  表13－厚さ、表14－幅及び長さ より掲載］
■ 厚さ5以上100以下および II種の場合：+2,0  ■幅20以上1000未満の場合：±4，1000以上3000以下の場合：±5  ■長さ150以上1000未満の場合：±4，1000以上6000以下の場合：±5

耐候性（JIS D0205 準拠） 廃棄時有毒性（溶出試験）（昭和48年環境庁告示第13号に準拠）

【免責事項】

【本カタログのご使用にあたって】
① 本カタログはネオマフォームの設計、施工および管理に必要な業務のカタログとして編集されています。
② ネオマフォームを用いた建築物の設計、施工ならびにその管理を行う場合は、本カタログおよび建築基準法、関連法規、関連基準等を厳守して、
　 正しい設計、施工と維持管理にお努めいただきますようお願いします。
③　：このマークは設計上および安全上注意していただきたい箇所に示してあります。
④ 本カタログに掲載の商品は、設計、施工に関する専門の知識、技術が必要であり、所定の教育をうけた技術者、技能者による設計、
　 施工を原則としております。ご採用（使用）にあたっては、これら専門業者の方にご依頼願います。
⑤ 仕様・外観等は予告なく変更することがありますので、ご了承ください。
⑥ 印刷物と実物とは多少外観が異なることがありますので、あらかじめご了承ください。

有毒性（OECDガイドライン準拠） 耐薬品性（試験方法 ASTM D543 準拠）

試験毒性の種類 試験結果

なし

ガソリン

試験液

ベンゼン

外観変化（変色・収縮・膨潤・分解・溶解）

急性経口毒性、急性経皮毒性、急性皮膚刺激性
皮膚感作性（アレルギー性）、急性眼刺激性
変異原性、急性吸入毒性

収縮・膨潤の著しい変化を認めない＊

＊測定結果から、質量変化率の有効数字を2桁（3桁目を四捨五入）とし、±100% 以内

収縮・膨潤の著しい変化を認めない＊

溶出試験物質 試験結果

不検出

水銀およびアルキル水銀その他の水銀
カドミウムおよびその化合物、鉛およびその化合物
六価クロム化合物、ひ素およびその化合物
シアン化合物、ポリ塩化ビフェニル（PCB）
トリクロロエチレン、テトラクロロエチレン
メチルジメドン、メチルパラチオン、パラチオン、EPN

試験方法 変色 欠損および体積減

茶褐色に変色 なし
サンシャインウェザーメーター
照射1000時間
（屋外曝露約2年に相当）

上記注意事項は、通常の取扱いを対象にしたものです。特殊な取扱いをされる場合
は用途・用法に適した安全対策を実施の上、ご使用ください。
また、記載内容は現時点の資料、データに基づいて作成しており、新しい知見により
改訂されることがあります。

⑥ 使用者もしくは第三者の故意または過失による不具合
⑦ 引き渡し後、構造・性能・仕様等の改変を行い、これに起因する不具合
⑧ 瑕疵を発見後すみやかに届けがされなかった場合
⑨ 開発・製造・販売時に通常予想される環境等の条件下以外における使用・
　 保管・輸送等に起因する不具合
⑩ 地震・台風等の天災、火災等の特殊要因が原因により発生した不具合    

① 本カタログに記載した取扱注意事項が行われず発生した不具合
② 設計者、施工業者等使用者の指示した仕様・施工方法に起因する不具合
③ 設計者、施工業者等使用者から支給された材料・部品に起因する不具合
④ 施工業者による施工、取扱いに起因する不具合
⑤ 建物の構造・下地の変形・老朽化や外部からの衝突等、弊社の製品以外
の外的要因により発生した不具合

① 使用環境に関する注意
 ・常時、水分に接するような使用（基礎の外側・土中・水蒸気が多量に発生
　する環境等）は避けてください。
 ・常時高温（100℃以上）で使用した場合は、熱伝導率等の物性の低下をきた
　します。

② 保管・運搬時に関する注意
 ・保管には直射日光のあたる場所、水分の接する場所は避けてください。
 ・保管は養生シート等で覆い、ロープ掛け等の飛散防止処置を行ってください。
 ・鋭角な器物との衝突や角当ては、損傷の原因になりますので避けてくだ
　さい。

③ 施工時、作業時の注意
 ・局部荷重や衝撃により割れることがありますので、施工時には下地の無
い箇所には乗らないようにしてください。
・強風下での施工は風にあおられやすいので行わないでください。

④ 粉塵注意
 ・切断時には粉塵が発生しますので、切断器具には集塵装置を設けてくだ
　さい。また作業者は正規の作業服を着用の上、防塵マスク、防護メガネ等
の使用をお願いします。

 ・狭い場所で多量の切断作業を行う場合は、十分な外気の導入を行うと
ともに粉塵量を低下させて下さい。

・ネオマフォームの粉塵には健康上の有害性は認められていませんが、目に
入った場合はこすらないで流水で洗浄してください。また、吸引した場合は、
うがい等を行い粉塵を洗い出してください。

⑤ 火気注意
 ・ネオマフォームは炎をあてると炭化する性質があります。輸送・保管・
　施工にあたっては、火気にご注意ください。特に、ネオマフォームの切断等
　で生じた粉塵には火が移りやすくなりますので、ご注意ください。（基材の
　酸素指数：28以上）
 ・燃やした際に、アンモニア臭が発生しますが、人体に有害なレベルの量で
　はありません。

⑥ 変色注意
 ・ネオマフォームは紫外線により変色しますので、保管中や施工中は、養生
するなど配慮してください。なお、変色による著しい性能低下は認められ

　ません。

⑦ 廃棄時の注意
 ・廃棄する際は、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」に基づき、許可を
　受けた産廃処理業者に処理委託してください。
 ・処理にあたり、ネオマフォームを圧縮・粉砕することは避けてください。

⑧その他
 ・ネオマフォームは白アリ等の昆虫および動物によって損傷を受けること
がありますが、栄養源や餌にはなりません。

ネオマフォーム取扱注意事項

【ネオマフォームの海外でのご使用に関して】
ネオマフォームは、日本国内での使用を前提として設計・販売しています。
ネオマフォームを日本国外で使用する場合、製品仕様が使用国の法令、規格に適合しない可能性があります。




